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東レ株式会社

取締役 研究本部長

阿部晃一

２００７年１２月７日

＜第２回 ＩＴ－２０１０ ＩＲセミナー＞

Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved 無断複製を禁止します

東レの研究開発戦略東レの研究開発戦略
－ナノテクを軸とした先端材料を中心に－－ナノテクを軸とした先端材料を中心に－
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東レグループについて東レグループについて

“有機合成化学”、“高分子科学” 、 “バイオテクノロジー”、“ナノテクノロジー”、

をコア技術にして、 “先端材料”を開発し、グローバルに事業展開する総合化学企業

“有機合成化学”、“高分子科学” 、 “バイオテクノロジー”、“ナノテクノロジー”、

をコア技術にして、 “先端材料”を開発し、グローバルに事業展開する総合化学企業

連結営業利益: 1024億円
（2007年3月期実績）

連結営業利益連結営業利益: 1024: 1024億円億円
（（20072007年年33月期実績）

連結売上高:1兆5,465億円
（2007年3月期実績）

連結売上高連結売上高:1:1兆兆5,4655,465億円億円
（（20072007年年33月期実績） 月期実績）月期実績）

創立 ：1926年4月16日
連結ﾍﾞｰｽ：世界２１の国・地域で事業展開、従業員 約36,000人（2007年3月末現在）

創立 ：1926年4月16日
連結ﾍﾞｰｽ：世界２１の国・地域で事業展開、従業員 約36,000人（2007年3月末現在）

繊維 39%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ 24%

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 5%

炭素繊維複合材料 4%

環境・ｴﾝﾆｱﾘﾝｸﾞ 10%

情報通信材料・機器 17%

繊維 18%

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｹﾐｶﾙ 18%

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 8%

炭素繊維複合材料17%

環境・ｴﾝﾆｱﾘﾝｸﾞ 6%

情報通信材料・機器 32%
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ＩＴＩＴ--２０１０２０１０の位置づけと目標の位置づけと目標

NT21

-危機から
の脱出-

NT-Ⅱ

-新たな飛躍
への基盤作り-

ITｰ2010

-新たな飛躍への挑戦-

2002年
4月

2004年
4月

2006年
10月

2010年
近傍

「体質強化・
守りの経営」

「攻めの経営」
「革新と創造の経営」

先端材料で

世界のトップ企業

を目指す

２０１０年近傍
目標

AP-New TORAY 21 AP-Innovation TORAY 21

売上高
１８,０００億円

営業利益
１,５００億円

営業利益率

８．３％

ＲＯＡ
８％

ＲＯＥ
１1％

長期経営ビジョン

中期経営課題

2002年4月 2006年4月

2015年
近傍

２０１５年近傍
（イメージ）

売上高
２３,０００億円

営業利益

２２,３００億円

営業利益率

１０．０％

ＲＯＡ
１０％以上

ＲＯＥ
１２％以上
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「ＩＴ－２０１０・「ＩＴ－２０１０・研究革新研究革新」」

ＩＴ－２０１０ＮＴ２１ ＮＴ－Ⅱ

ステップアップ

ジャンプアップ

「連携・融合の強化」
研究改革－Ⅱ

「自前主義からの脱却」研究改革

「革新的研究への挑戦」
「革新的研究への挑戦」

研究革新研究革新

技術のイノベーション
・先端材料事業拡大ＰＪ

・研究・技術開発力革新ＰＪ

・生産技術力革新ＰＪ

研究改革 先端材料事業拡大ＰＪ

事業化推進プロジェクトへの進階

新規光学用フィルム材料、有機ＥＬ材料

ＣＭＰ研磨パッド、ＩＣ実装用回路基板

ポリ乳酸フィルム、高感度ＤＮＡチップ

など
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ⅠⅠ．東レの．東レの研究開発体制研究開発体制

Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

R&DR&D
研究開発研究開発
東レグループは科学技術に立脚した基礎素材メーカーとして、

独創性の高い先端材料・先端技術の研究開発に

取り組んでいます。

Research & Development Strategy
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東レの研究開発組織東レの研究開発組織

経営企画室
本社スタッフ

繊維事業本部

樹脂・ケミカル事業本部

複合材料事業本部

フィルム事業本部

水処理・環境事業本部

電子情報機材事業本部

医薬・医療事業本部

新
事
業
開
発
部
門
（事
業
化
推
進
Ｐ
Ｊ
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門

研
究
本
部

関連事業本部

海外統括会社

技
術
関
係
部
署

生
産
関
係
部
署

技術センター

生産本部
取締役会

会長
社長
副社長

経営戦略会議
常務会

開
発
セ
ン
タ
ー
（４
部
署
）

★研究・技術開発の全社的戦略や重要プロジェクトの立案を担う技術センター
を核とする 「分断されていない研究開発体制」 で推進
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研究開発費・要員の推移（連結）研究開発費・要員の推移（連結）

研
究
開
発
要
員
（人
）

研
究
開
発
費
（億
円
）

0
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2002 2003 2004 2005 2006 2007

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

2002 2003 2004 2005 2006 2007

（計画）年 度 年 度

３７６ ３７４ ３８４
３９７
４２３

★２００７年度計画：研究開発費４7０億円規模

★２００６年度以降、５年間で２,４００億円の研究開発費を投入していく

（計画）
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三島工場

・繊維研究所

鎌倉
・ ［基礎研究所］

医薬研究所
先端融合研究所

愛媛工場

・複合材料研究所

東京事業場

・研究・開発企画部
・ＣＲ企画室

繊 維 研 究 所

フ ィ ル ム 研 究 所

化 成 品 研 究 所

複 合 材 料 研 究 所

電 子 情 報 材 料 研 究 所

研
究
本
部

研究・開発企画部 ＴＦＲＣ（中国）

・重合・製糸研究部
・水処理研究所（南通）

南通

・高分子材料研究所
・水処理研究所

上海

東麗繊維研究所（中国）

滋賀事業場

・フィルム研究所
・電子情報材料研究所
・地球環境研究所
・［基礎研究所］
機能材料研究所
・研究・開発企画部

研研 究究 本本 部部 組組 織織 図図

名古屋事業場
・化成品研究所

8

基
礎
研
究
所

医 薬 研 究 所

先 端 融 合 研 究 所

地 球 環 境 研 究 所

機 能 材 料 研 究 所

Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved
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ＴＦＲＣの充実・強化ＴＦＲＣの充実・強化

１．東レ（日本）との一体運営による研究技術開発

２．中国の優秀な人材を活用した研究開発力

３．中国大学・研究機関との連携強化

→ （例）オープンラボの活用（上海交通大など）

４．東レの中国ビジネスをサポートする商品開発・技術支援

５．グローバル研究技術開発人材の育成

基本コンセプト

ＴＦＲＣ：Toray Fibers & Textiles Research Laboratories (China) Co., Ltd.［東麗繊維研究所（中国）有限公司］

２００２年３月 ： １０名（設立時）

２００７年７月末 ： 約２１０名

↓

２００７年度末 ： 約２６０名

２００２年３月 ： １０名（設立時）

２００７年７月末 ： 約２１０名

↓

２００７年度末 ： 約２６０名

本社

分公司

◆ ポリエステル重合研究
◆ 繊維研究・新製品開発

◆ 高分子先端材料研究
◆ 電情材・医薬研究

◆ 水処理技術の研究開発
◆ 東レの中国ビジネスの技術サポート

董事長
総経理

南通南通 繊維研究センター繊維研究センター

高分子材料研究所高分子材料研究所

水処理研究所水処理研究所

上海上海

南通本社研究所
（２００２年３月設立）
（２００５年５月増設）
（２００７年１０月増設）

上海分公司研究所
（２００４年１０月設立）

研究要員推移と今後の計画

組 織

増設（２００７年１０月）

9
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東レ研究開発の特長東レ研究開発の特長

１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：ＴＲＣ

強み強み

技術融合

膜利用ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ

炭素繊維・複合材料

次世代ディスプレイ材料革新重合プロセス

など

固有技術 事業ネットワーク

ナノアロイ

関連

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・水
・エ
ネ
ル
ギ
ー

･
･
･

高純度ＣＮＴ高純度ＣＮＴ

情
報
・通
信
・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

自
動
車
・航
空
機

樹脂・ケミカル樹脂・ケミカル

複材

水処理・環境

電情材

繊維

フィルム

医薬・医療

有機合成化学

高分子科学

コア技術

バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

繊維研

地球環境研

Ｆ研

化成品研

複材研

電情材研

医薬研

先端研

機能材研
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基礎研究が世界を変えた基礎研究が世界を変えた

0

10
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70

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

千ﾄﾝ／年

炭素繊維使用量：炭素繊維使用量：３０３０トントン//機機

炭素繊維使用量：炭素繊維使用量：７７トントン//機機

B787 B787 

B777 B777 

炭素繊維本格商業生産開始（1971）

釣り竿の採用（1972）

ゴルフクラブの採用（1973）

Ｂ７３７二次構造材の採用（1975） B777一次構造材の認定（1989）

B787プロジェクト開始（2003）

炭素繊維の研究開始（1961）

炭素繊維の世界市場

オールコンポジット

産業用途

航空宇宙用途

スポーツ用途
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東レ研究開発の特長東レ研究開発の特長

１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：ＴＲＣ

強み強み

技術融合

膜利用ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ

炭素繊維・複合材料

次世代ディスプレイ材料革新重合プロセス

など

固有技術 事業ネットワーク

ナノアロイ

関連

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・水
・エ
ネ
ル
ギ
ー

･
･
･

高純度ＣＮＴ高純度ＣＮＴ

情
報
・通
信
・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

自
動
車
・航
空
機

樹脂・ケミカル樹脂・ケミカル

複材

水処理・環境

電情材

繊維

フィルム

医薬・医療

有機合成化学

高分子科学

コア技術

バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

繊維研

地球環境研

Ｆ研

化成品研

複材研

電情材研

医薬研

先端研

機能材研
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融合テーマ企画プロジェクト（融合テーマ企画プロジェクト（STAR STAR プロジェクトプロジェクト））

ＳＴＡＲプロジェクトＳＴＡＲプロジェクト

Ｂ研究所

Ｃ研究所

Ａ研究所

(1)戦略的重点
領域を設定

(2)大型テーマ
の企画

戦略的重点領域を設定

テーマ企画段階から所間で連携

各研究所有識者からなるＷＧ活動

STAR STAR プロジェクトプロジェクト

Ｂ研究所

Ｃ研究所

Ａ研究所

境界領域で
見落としやすい
重要テーマ

従来の
テーマ提案

従来（イメージ）

Fuzzy
Front

STAR
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ＣＲ
企画室

アングラ
研究
大型ﾃｰﾏ
検討会

品質
企画Ｇ

テーマ
創出

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

従来技術

ナノアロイ

曲げ弾性率

靭
性

★航空機軽量化、自動車衝突安全、耐衝撃、制振性など幅広い分野で応用可能

成果例：複材用エポキシナノアロイ

ナノアロイ技術
（化成品研）

ＣＦＲＰ技術
（複材研）

×
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東レ研究・開発の特長

１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：ＴＲＣ

強み強み

技術融合

膜利用ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ

炭素繊維・複合材料

次世代ディスプレイ材料革新重合プロセス

など

固有技術 事業ネットワーク

ナノアロイ

関連

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・水
・エ
ネ
ル
ギ
ー

･
･
･

高純度ＣＮＴ高純度ＣＮＴ

情
報
・通
信
・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

自
動
車
・航
空
機

樹脂・ケミカル樹脂・ケミカル

複材

水処理・環境

電情材

繊維

フィルム

医薬・医療

有機合成化学

高分子科学

コア技術

バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

繊維研

地球環境研

Ｆ研

化成品研

複材研

電情材研

医薬研

先端研

機能材研
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東レリサーチセンター（東レリサーチセンター（TRCTRC））

企業理念：高度の技術で社会に貢献する

モットー ： 信頼性の高い技術を提供させていただくこと
機密保持を厳守すること
（Technology & Trust）

業務内容：分析・物性評価の受託、試験研究受託、
調査研究、研究開発受託

設立： 1978年6月（社員数：約500名（2007.3末現在））

企業理念：高度高度の技術技術で社会に貢献する

モットー ： 信頼性の高い技術信頼性の高い技術を提供させていただくこと
機密保持機密保持を厳守すること
（Technology & Trust）

業務内容：分析・物性評価の受託、試験研究受託、
調査研究、研究開発受託

設立： 1978年6月（社員数：約500名（2007.3末現在））

構造解析

研究開発受託

表面分析 形態観察

材料物性 有機分析 無機分析

医薬・ライフサイエンス

環境・エネルギー

調査研究／出版

研究・開発・生産を
支援するTRCの総合力
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技術のイノベーションへの挑戦技術のイノベーションへの挑戦

東レのコアテクノロジー東レのコアテクノロジー

成功のパターン成功のパターン

Innovation 
by 
Chemistry

Innovation Innovation 
by by 
ChemistryChemistry

重点要素技術重点要素技術

ナノマテリアルナノマテリアル

バイオバイオ

ナノプロセスナノプロセス

新素材新素材

重点４領域重点４領域

情報・通信・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ情報・通信・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

自動車・航空機自動車・航空機

ライフサイエンスライフサイエンス

環境・水・エネルギー環境・水・エネルギー

★重点４領域に９０％以上の研究戦力を投入（２００７年度）

一般テーマ一般テーマ

重要テーマ重要テーマ

APEX 40APEXAPEX 4040 最重点４０テーマ最重点４０テーマに経営資源を傾斜配分に経営資源を傾斜配分
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ⅡⅡ．東レの．東レの先端材料先端材料

Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

Research & Development Strategy

17
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東レのナノテクＣＭ（２００７年１０月～ オンエア）
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ナノテクノロジー分野での東レへの期待

「材料の革新なくして魅力ある最終製品は生まれない」をモットーに、
Chemistryを基軸に、ナノテクなど東レのコア技術の融合で技術革新
を追求し、先端材料の創出に挑戦し続けます。

「材料の革新なくして魅力ある最終製品は生まれない」をモットーに、
Chemistryを基軸に、ナノテクなど東レのコア技術の融合で技術革新
を追求し、先端材料の創出に挑戦し続けます。
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ポリマアロイ／ナノアロイ
従来アロイ

ナノ共連続アロイ

耐薬品性ＰＥＴ

革新ＰＢＴ／ＰＣ

高衝撃PA

ポリマー
Ａ
＋
ポリマー
Ｂ

高衝撃PBT

断面写真 (TEM) 高衝撃PPS

相反転アロイ

低吸水PA

ポリマー分子設計

相溶化剤設計技術

＋

ナノ分散化技術

ポリマー分子設計

相溶化剤設計技術

＋

ナノ分散化技術

ナノ分散アロイ
高耐熱ＰＬＡ

高耐熱ＰＥＴ

柔軟ＰＬＡ



21 Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

ナノ共連続アロイ

21

ナノアロイナノアロイ

4

低温
衝撃

引張強度

耐薬品性

耐湿熱性

実用強度

耐熱性

従来アロイ従来アロイ

開発品の性能比較例
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先端材料トピックス

情報・通信・エレクトロニクス情報・通信・エレクトロニクス
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ディスプレイ材料（ＬＣＤ）

現行品（着色） 開発品（透明）

ＰＥＮ

環状ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

ＰＥＳ

ＰＣ

300

200

100

ヤング率（ＧＰａ）
0 2 4 6 8 10

ガ
ラ
ス
転
移
点

（℃）

開発品

・耐熱性：＞３００℃
・寸法安定性：ガラス並

透明アラミドフィルム透明アラミドフィルムＬＣＤ構成例

反射フィルム反射フィルム

拡散フィルム

△○○吸湿性
○△×寸法安定性
○△△強度
○△×耐熱性
○△○無色透明性

透明アラミドＰＥＳＰＣ

ＰＣ：ポリカーボネート ＰＥＳ：ポリエーテルスルホン

カラーフィルターカラーフィルター

ガラスガラス

偏光フィルム

液晶

位相差フィルム

輝度向上フィルム

プリズムシート

リフレクター

蛍光管
導光板

高性能反射フィルム高性能反射フィルム

ｵﾚﾌｨﾝ超微分散化
→世界最高レベルの輝度を実現

東レ現行品
（PET+ｵﾚﾌｨﾝ）

増
分
輝
度

基準ｼｰﾄ
対比

開発品

400

300

100

200

（cd/m2）

現行品

開発品

0

ナノアロイＰＥＴ
＋

特殊オレフィン
インクジェットＬＣＦインクジェットＬＣＦ

RGBインク

インクジェットヘッド

インク反撥性ブラックマトリクス

ナノ顔料分散

材料（東レ）材料（東レ） 装置（ＴＥＫ）装置（ＴＥＫ）

東レGの総力を結集

・ノズル
・塗布方法
・装置設計

2μm

100μm

2μm
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ディスプレイ材料（ＰＤＰ）

蛍光体材料 電極材料 誘電体材料

ＰＤＰの構造ＰＤＰの構造ＰＤＰの構造

隔壁

東レの感光性ペースト法隔壁形成技術東レの感光性ペースト法隔壁形成技術東レの感光性ペースト法隔壁形成技術

マスク露光 現 像 焼 成

１．工程が少なく生産性が高い
２．パターン形状の自由度が高い
３．高精度加工が可能

１．工程が少なく生産性が高い
２．パターン形状の自由度が高い
３．高精度加工が可能

１．樹脂設計による感光性制御
２．無機微粒子ナノ分散

１．樹脂設計による感光性制御
２．無機微粒子ナノ分散

感光性ペースト

紫外線

超高精細ＰＤＰ向け隔壁材の開発超高精細ＰＤＰ向け隔壁材の開発超高精細ＰＤＰ向け隔壁材の開発

フルHD(200万画素)

W-VGA、W-XGA
(40～100万画素)

100

200

300

400

画面サイズ ［インチ］
20 30 40 50 600

［μｍ］

高精細化

セ
ル
ピ
ッ
チ

4k2k＊(800万画素)

＊次世代ＴＶ対応

★他電子部品用途への展開の可能性も検討中
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発光層（ﾎｽﾄ+ﾄﾞｰﾊﾟﾝﾄ）

電子輸送層（各色独立）

②共通電子輸送層

③低駆電圧正孔輸送層

①高効率・長寿命青色材料

低駆動電圧効果

発光性能の比較

～～

色純度（CIE色度図X座標）

発
光
効
率

（cd/A）

0.62

4

6

8

10

0

耐久性：２万時間以上＊

0.64

東レ②

東レ①

動画対応実用領域

Ａ社
Ｂ社

0.66 0.68

＊1000cd/m2時

Ａｌｑ：アルミニウム錯体

電圧 （Ｖ）

（ｃｄ/㎡）

輝
度

0 2 4 6 8 10

東レ
電子輸送材料

汎用
材料
(Alq)

良

0

100

200

300

400

500

色純度

半透明陰極

金属陽極

正孔輸送層

ガラス基板

発光

正孔

＋

電子

－

－＋

ディスプレイ材料（有機ＥＬ）
有機ＥＬの構造と東レ開発材料有機ＥＬの構造と東レ開発材料

0.5μm

・有機合成とナノテク（ナノ分散技術）の融合
・赤色発光材料：色純度・発光効率で業界トップレベル
・電子輸送材料：低駆動電圧（省電力）で業界トップ

技術の深化

各種材料（①・②・③）を
開発しデファクト化を図る

★有機ＥＬ総合材料メーカーを目指す。
（２０１１年市場規模：３００億円）
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エレクトロコーティング材料の深化と展開

有機ＥＬへの用途展開

絶縁層

平坦化層

金属電極

発光層
新規材料
→採用開始

フルカラー
→～１００％
モノカラー
→約６０％

2004年～

・低脱ガス
・低テーパー角

・高平坦性
・透明

セミコファイン

ＰＩ：ポリイミド

高分子設計 コーティング

非感光性ＰＩ

半導体保護膜

ポジ型感光性PI

感光化

＋
アルカリ現像

ネガ型感光性PI

薄膜化

低温硬化
＋
厚膜化

次世代対応
2000年～

感光化

1981年～

2007年～
1981年～

世界トップシェア（最小加工寸法～90nm ）

・高感度
高寸法精度
→ 高解像度
（５μｍ）

・高耐薬品性
・高密着性

世界主要半導体メーカーで評価中
（シェア５０％超を目指す）

・低温キュア
（200℃以下）
・厚膜可能
・低収縮率
・高密着性

・厚膜可能
・解像度１０μｍ

半導体パッケージ断面図

★ポリイミドコーティング剤期待売上高：１００億円以上（２０１０年）

バッファーコート（ポリイミド）
封止樹脂

リードフレーム
ＬＳＩチップ

金線

パッシベーション膜（窒化珪素膜）

透明電極

発光
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ニューエレクトロニクスニューエレクトロニクス

ＣＮＴで橋渡し

有機トランジスター材料

現状

非晶質シリコン並の特性を有する
有機トランジスタ材料の創出
（目標：電子移動度１cm2/Vs以上）

（１）有機半導体：

・新しいｺﾝｾﾌﾟﾄに基づく独自の

分子設計・合成

・高移動度と可溶性（ﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾞﾙ）

の両立
（２）CNT会合体：
・ﾎﾟﾘ-3-ﾍｷｼﾙﾁｵﾌｪﾝ(P3HT)
とCNTとの会合体形成

技術

目的

・CNT分散有機半導体で
移動度0.5cm2/Vsを達成。

104 106105

0.1

1

0.01

(cm2/Vs）

オンオフ比

東レ

非晶質シリコン

有機半導体とCNT会合体による
高移動度有機ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ材料

有機半導体

電極 電極

ＣＮＴ Ｐ３ＨＴ

Ｐ３ＨＴＰ３ＨＴ//ＣＮＴＣＮＴ会会合体合体

従来 共役構造

連結基

新規

有機半導体の構造

共役共役

ナノ積層技術の深化と展開

技術

目的 多層積層技術による革新フィルムの創出

光通信用フィルム（光導波路）＊

高屈折率ポリマー高屈折率ポリマー

低屈折率低屈折率ポリマーポリマー

金属光沢調フィルム

多層積層技術の進化で用途拡大

高精度多層積層 セキュリティフィルム

厚
み
方
向

平均層厚み

耐
引
裂
強
度

傾斜多層積層

ナノ効果

＊本研究の一部は、ＮＥＤＯ次世代戦略技術実用化開発助
成事業「画期的な低コスト マルチコア光配線の実用化開
発」にて助成を受けています。 107

更なる深化・・・

＞800層

移
動
度

成形品サンプル
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先端材料トピックス

自動車・航空機自動車・航空機

Automotive CenterAutomotive Center
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Automotive & Aircraft CenterAutomotive & Aircraft Center

名古屋事業場に自動車・航空機向けの総合技術開発拠点を整備。
「自動車・航空機材料開発センター（Ａ＆Ａセンター：Automotive & Aircraft Center）」
第一段階として、自動車向け拠点「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」の設置を決定。

名古屋事業場に自動車・航空機向けの総合技術開発拠点を整備。
「自動車・航空機材料開発センター（Ａ＆Ａセンター：Automotive & Aircraft Center）」
第一段階として、自動車向け拠点「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」の設置を決定。

「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」
２００８年６月開所予定

アドバンストコンポジットセンター（仮称）新設

樹脂応用開発センター（既存）

名古屋事業場を

自動車・航空機向け

先端材料開発拠点

として強化・拡充

スケルトン自動車モデル（東レ先端材料展）

自動車・航空機向け
先端材料開発拠点外観イメージ

自動車・航空機向けの樹脂・コンポジット・高機能ケミカル製品の各生産体制を順次構築自動車・航空機向けの樹脂・コンポジット・高機能ケミカル製品の各生産体制を順次構築

★自動車向け事業の売上高拡大計画
１，２４０億円（２００６年度） → ３，５００億円（２０１５年度）

総投資額
約２００億円
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自動車用自動車用衝撃吸収ナノアロイ樹脂

L：スクリュー長、D：スクリュー径
東芝機械（株）との共同開発品（山形大学・集中研）

L/D=100二軸押出機
［高Ｌ／Ｄによる長い滞留時間（反応時間）］

30
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炭素繊維（ＣＦ）
ＣＦ：Carbon Fiber 

炭素繊維の性能向上と航空機への展開（ボーイング社の例）炭素繊維の性能向上と航空機への展開（ボーイング社の例）

Ｔ３００

Ｔ８００Ｈ

炭素結晶
制御技術

繊維表面
制御技術

Ｔ８００Ｓ

次世代高性能
炭素繊維

６引
張
強
度

５

４

３(GPa) 

２０ＸＸ

Ｔ８００ＳＴ８００ＨＴ３００Ｈ使用されるＣＦ

約３０（推定）約７１CF使用量 / 機 （トン）

Ｂ７８７

２００８１９９６１９８２就航年

一次構造体
二次構造体

一次構造体
二次構造体

二次構造体CF使用構造材種

Ｂ７７７Ｂ７６７型 式

-イメージ：未来からの招待状より-

現行材

200 300 400

4

6

8

引
張
強
度

(GPa)

新材料
（開発中）

引張弾性率(GPa)

製造プロセス と極限追求のための要素技術製造プロセス と極限追求のための要素技術

耐炎化 炭化 表面
処理

炭素
繊維

PAN 重合･製糸

表面制御
ｻｲｼﾞﾝｸﾞ剤

欠陥抑制

結晶配向制御
ポリマー設計
繊維構造制御
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ライフサイエンス分野の研究開発戦略

創薬研究に特化
（重点疾患領域）

合成・バイオ技術の追求

テーラーメード医療の創出高分子とバイオの融合

医薬情報
薬理技術

医薬情報
薬理技術
安全性評価

疾患ﾏｰｶｰ情報
創薬ツール
DDS・製剤技術

腎分野情報

高分子材料

先端ナノ技術

新薬開発・探索

育薬

体外循環技術

高機能治療カラム

バイオチップ

血液前処理ﾃﾞﾊﾞｲｽ

有機合成化学
高分子科学
バイオテクノロジー
ナノテクノロジー

バイオツール医療材料

医薬
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先端材料トピックス

ライフサイエンスライフサイエンス

COONa

O
H
H

OH
OH

CH3 CH3

COONa

O
H
H

OH
OH

CH3 CH3
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新薬開発
止痒薬（ＴＲＫ－８２０） ＰＥＧ化インターフェロンβ

技術

目的

・ＩＦＮ－β分子上の最適な箇所にPEGを結合

効果
持続

治療効果

○
△
○
△

癌

◎
×
◎
××○IFN-α

◎
○
◎

肝炎

◎
○
×

多発性
硬化症

効果

IFNﾀｲﾌﾟ

東レPEG-IFN-β＊
IFN-β
PEG-IFN-α

インターフェロン（ＩＦＮ）－βの効果持続

［効果］
・少ない投与回数、高い治療効果、効果の持続
・幅広い適応症 （2008年臨床試験開始予定)

バイオ医薬と合成化学の融合

難治性そう痒に有効な止痒薬の創出

技術

目的

脊髄
皮膚

脳 痒み感覚

TRK-820

痒みの信号痒みの信号

感覚神経

起痒物質

TRK-820

［薬効メカニズム］
２ヶ所で痒みの信号の
伝達をブロック

オピオイド医薬

痒みの信号痒みの信号

現状

・新薬承認申請
（2006年11月）

［効果］ ①５μg投与で抑制
②依存性を示さない

40

45

50

55

60

65

弱
い
←
痒
み
→
強
い

投与前
投与２週後

対照群

TRK-820
東レ
日本たばこ産業
／鳥居薬品

新薬承認待ち

＊動物実験結果等に基づく予測
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新薬探索の方針

育薬

周辺領域、新規領域
への事業拡大

グローバル開発
大型新薬の創出

新薬開発

次世代新薬
の創出

新薬探索

炎症性腸疾患治療薬、癌免疫治療薬など

・“フエロン”で培った免疫分野の知見を活用

・タンパク医薬の技術・経験を活用

●●
免疫
免疫疾患
免疫治療

腎疾患・糖尿病治療薬など
・高分子科学と医薬の融合
・周辺疾患領域での創薬

●腎疾患・糖尿病

頻尿治療薬、痛み／痒み治療薬など
・開発薬（TRK-820・TRK-130）の経験・技術を活用
・自社薬の新剤型（経皮剤など）で事業拡大

●
神経

（痛み・痒み・頻尿）

バイオ合成
研究テーマ/特徴

技術
重点疾患領域



36 Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved

新薬探索
癌免疫治療薬 Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）ワクチン

技術

目的

現状

技術 ・癌特異的に発現する新規癌抗原を同定
・免疫細胞を癌にのみ作用するように活性化

目的 先端医療分野の開拓／革新癌治療薬創出

※本研究は厚生労働省の支援を受けています。

ワクチン効果を
マウスで確認
（2007年世界初）投与

0
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40

60

80

100

120

８５％阻害

未投与

血清によりＨＣＶ
の細胞への感染
が阻害された。

Ｃ型肝炎予防薬・治療薬の創出

国立感染症研・東京都医学機構との共同研究

導入

感染性ＨＣＶ粒子
大量調製可能
(2005年世界初)

HCV ゲノム

培養

ヒト肝臓細胞

血清採取

３回投与
マウス

癌細胞 癌抗原

東レ独自の新規
癌抗原を単離・同定

刺激

活性化
体内

免疫細胞
攻撃 攻撃
癌細胞

大小現行抗癌剤

極小

副作用

大癌免疫治療薬

薬効

感
染
率

感
染
率

（％）

腫瘍移植後の日数

腫
瘍
の
大
き
さ

腫瘍増大

腫瘍退縮

治療効果

0 5 10 15 20 25

治療群

無治療群

治療効果
（大腸癌：動物モデル）

医師主導型臨床試験で効果確認（海外大学）

動物モデルで効果確認
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医療材料のテクノフィールド
人工腎臓

フィルトライザー
トレスルホン
トレライト

高分子科学

コンタクトレンズ

SiMAA2  
Ｌ１モノマー
プレポリマー

医療用具

アンスロン
高機能カテーテル
不整脈治療バルーン

体外循環

トレミキシン
白血球除去カラム
抗血栓性ヘモフィール

ナノテクノロジー ﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰ

バイオ
テクノロジー

抗血栓性技術

有機合成化学

ﾘｶﾞﾝﾄﾞ設計

化学修飾

ﾀﾝﾊﾟｸ質解析

ﾎﾟﾘﾏｰｸﾞﾗﾌﾄ

中空糸膜 孔径制御

表面処理

微細加工

ｼﾘｺﾝﾓﾉﾏｰ有機合成
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バイオツール分野の戦略

研究用途

・自社販売
・受託解析
・販社との連携：ＤＮＡチップ研究所

検査・診断薬用途

・診断薬メーカーとの連携
・臨床検査機関との連携
・検査・診断薬販売

＜ポリマー＞
生体適合性
材料設計
先端材料

＜ポリマー＞
生体適合性
材料設計
先端材料

＜バイオ＞
リガンド設計
タンパク工学
細胞・動物評価

＜バイオ＞
リガンド設計
タンパク工学
細胞・動物評価

＜ナノ＞
自己組織化制御
微細加工技術

＜ナノ＞
自己組織化制御
微細加工技術

＜医薬＞
動態・安全性・
薬効評価技術
品質設計

＜医薬＞
動態・安全性・
薬効評価技術
品質設計

高感度ＤＮＡチップ

“3D-Gene”

ラボオンチップ

血液前処理デバイス

疾患関連遺伝子、
タンパク質情報

京都大・HS財団など

ビジネス連携ビジネス連携

ＪＭＡＣ（バイオチップコンソーシアム）

会長（東芝）、副会長（東レ）

東レ要素技術東レ要素技術 革新バイオツール革新バイオツール アカデミア連携アカデミア連携

★特長ある東レ技術プラットフォームを構築
★テーラーメード医療のトレンドに沿った製品群開発（様々なコンテンツ搭載）
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先端材料トピックス

環境・水・エネルギー環境・水・エネルギー
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ＰＶＤＦ中空糸膜モジュール

技術

目的 水処理用分離膜のフルラインアップ
→汚濁表流水（河口・湖沼等）用膜ＨＦＵ

ナノ構造制御技術で複合中空糸膜形成

低汚れ性分離機能層

高強度・高透水性支持膜

複合中空糸膜

１０ｎｍ

汚れ成分

※当社従来比約半分のろ過圧力で
運転可能（省エネ）

現状

ＰＶＤＦ製水処理
中空糸膜として、
世界最小の孔形成
(分画分子量：１５万)

国内の上水プラント（5300ｍ３／日：生活用水
としては約25,000人分）で稼働中

★水処理事業を２０１５年には１，０００億円の規模に

ナノ細孔
制御技術

燃料電池用高分子電解質膜

技術

目的

現状 ＤＭＦＣ用として電機メーカーに求評中
→ 技術完成予定（２００７年度）
→ 自動車用途へも順次展開

高耐久性炭化水素系革新電解質膜の創出

0 1 2 3 4

①フッ素系膜

②炭化水素系膜
（従来品）

③炭化水素系膜
（東レ開発品）

相対値

引裂き強度 水素透過性

① ② ③

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0

H
２
pe
rm
e
ab
ili
ty
 （
vs
P
F
S
A
）

※本研究の一部は、NEDO「固体高分子型燃料電池システム技術開発事業」
の成果を含むものです。

20
％
以
下
に
改
善

新規コンセプトに基づくナノレベルの材料設計

従来の電解質膜
→ポリマー鎖が絡みあった構造

革新電解質膜
→ポリマー鎖間の相互作用を強化

約４倍
に向上

発電性能：フッ素系電解質膜と同等

高強度

柔軟性

靭性

高耐久性膜

環境・水・エネルギー
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先端材料拡大の展望

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2006年度 2010年近傍 2015年近傍

基盤材料

（イメージ）

先端材料

9,000

4,859

13,800

（目標）（実績）

31.4%
50%

60%

（億円）

売
上
高

先端材料拡大の展望

★先端材料の売上高を2005年度対比10年間で3倍、先端材料比率を30％から60％に
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ⅢⅢ．．人材の確保と育成人材の確保と育成

Research & Development Strategy

Copyright 2007 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved42
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人材の確保と育成・活性化人材の確保と育成・活性化

● 開発力強化には人材の確保と育成が必須
● 新しい分野の開発部署に優秀な経験者採用を強化

● 開発力強化には人材の確保と育成が必須
● 新しい分野の開発部署に優秀な経験者採用を強化

有力大学ラウンド、
個別リクルート強化

人材の確保

新大卒の定期採用の継続

新しい分野
経験者採用の強化

学会・業界での情報・
人脈ネットワーク構築先端材料分野

の早期事業化

新製品・
新技術創出

人材の育成

優秀若手の積極的登用

女性の積極的活用

次期リーダー候補者の選抜、育成

高い
専門性

豊かな
発想力

強い
行動力

要素技術連絡会の充実・活性化

実力主義

目標管理評価

評価の客観化・
透明化

研究・開発・生産間
ローテーション

リーダー研修

課長層研修
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東レの研究・技術専門職制度東レの研究・技術専門職制度

社員の目標となる高度な専門家が育つ経営風土

（１） 研究・技術専門職制度

◆職掌・資格・職位体系

◆研究専門職昇格審査

（２） リサ－チフェロ－制度
◆専門職の鑑となる研究者を明示

◆研究に専念できる風土を確立

◆若い研究者が、「研究専門職」を
目指して切磋琢磨する風土を確立

（３） 理事（専門分野） ・常任／専任理事（専門分野）制度

◆担当職専門分野の高度なスペシャリスト

（取締役と同等もしくはそれに準ずる成果・貢献を期待）

複合材料研究所複合材料設計２００５

電子情報材料研究所電子材料物性２００４

先端融合研究所高分子材料設計２００４

フィルム研究所高分子構造設計２００４

医薬研究所医薬品化学２００３

先端融合研究所ゲノム創薬２００２

所属研究所（現在）専門分野認定年

＊毎年１回、審査を経て、認定

現在認定されているリサーチフェロー＊現在認定されているリサーチフェロー＊
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「ＩＴ－２０１０・「ＩＴ－２０１０・研究革新研究革新」」

「研究・技術開発こそ、明日の東レを創る」

重点４領域重点４領域

情報・通信・
エレクトロニクス

ライフサイエンス

自動車・航空機

環境・水・
エネルギー

「研究革新」

革新的研究

への挑戦

「研究革新」

戦略的重点化
－ＡＰＥＸ４０－

戦略的重点化戦略的重点化
－ＡＰＥＸ４０－

先端材料先端材料

革新的研究

への挑戦

次期大型
テーマの創出

次期大型次期大型
テーマの創出テーマの創出

独創的固有
技術の創出

独創的固有独創的固有
技術の創出技術の創出
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本資料中の業績予想、見通し及び事
業計画についての記述は、

現時点における将来の経済環境予想
等の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を
保証するものではありません。


